
 

 

 

 

 
 

 

 
 「意味なく群れるより、意志のある孤立を」。 このフレーズ、どこかで聞いたことがあるな～という人がい

たらうれしいです。テレビをぼ～っと観ていたら流れてきた CM の中のフレーズでした。久しぶりに CM に

掴まれました。その CM は、経営戦略やビジネスアプリをサービスするアメリカの企業の CM のようです。

そのアメリカの企業の考え方、方針を短い詩的な言葉で伝えるものであり、タレントが商品を前面に出し

て売り込む洪水のようにあふれる CM とは一線を画すものです。 

 学校の中でよく見られるものに、仲のいい？仲がよさそうな？複数人の集まりがあります。ごく自然なも

のですが、その集まりは「群れ」ではないですか。誰かと一 

緒にいないと不安だから一緒にいる。一人でいると、まわり 

から何か言われるんじゃないか心配だから一緒にいる。手 

をつないで仲良しをアピール？する姿も。それは不安であ 

ることの表れでは？。 

そうかといって孤立を勧めるものではありません。一人で 

いることを恐れることなく、いつでも一人になれる環境、関 

係性をつくってほしいもの。「今日は、この時間は、一人で 

いたい、一人考えたい」と、自由に安心して選択できる「仲 

間との関係性」をまわりの子たちと一緒に、理解し合いなが 

ら築いていってください。「群れ」は簡単に一人を見捨てま 

す。「仲間」は助けてくれます。「今日は一人でいたいから」 

と伝えたとき、「OK～」などと、安心できる言葉を笑顔で返し 

てくれる「仲間」を探し、出会ってほしいと願います。 

朝の昇降口、一人で登校し、元気にあいさつしてくれる 

子たちを見ると安心するところがあります。「群れ」からの離脱と真の「仲間」づくり、そして、一人でいること

の自由な「選択」について、ぜひ考えてみてください。                       〈 校 長 〉 

 

                        

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 
 

I admire you because you’re trying so hard for your goal. 

                  令和３年 1 月２８日発行 

しののめ 

保護者の皆さんへ： 

 

 

この「４０人」という数字、これは年末にとらせて

いただいた次期 PTA 会長に関してのアンケート

において「引き受けてもいい」「誰もいなかったら

引き受けてもいい」と回答してくださった方の人

数です。どこかの有名私立中学校のような数字

です。この数字には、驚きと感謝しかありません。 

なぜ今年これほどの方々が。理由はまったくわ

かりませんが、東中の生徒たちのためにと、考え

決断してくださった方がこれだけみえることに大き

な力をいただきました。ありがとうございました。 

 

  

 

季節外れの鯉のぼりが、先日、東 

中の掲揚塔にあがりました。学年や 

クラス、委員会、部活動などで、なに 

か「いいこと」「うれしいこと」があった時にあがる鯉

のぼりです。「いいこと」「うれしいこと」とは、みん

ながちょっと気をつけたり、努力したりして達成で

きたことです。第１号、第２号は「学年」での達成

でした。先生が呼びかけてのチャレンジのほか、

クラスみんなで考えたチャレンジも待ってます。た

くさん鯉のぼりがあがりますように。 

 

《 このままの世界で、生きるか ? 》 

 完全を求めるよりも、  

ワクワクする永遠の青さを。 

 批判よりも、 提案を。 

 嘆きよりも、 ユーモアを。 

 常識よりも、 非常識を。 

 過去よりも、 未来を。 

 意味なく群れるよりも、 意志のある孤立を。 

 正しいことを言うよりも、 正しい行いを。 

 自分のためだけよりも、 世界のためを。 

 このままの世界よりも、  

これまで以上の世界を。 

 人間次第で、 この世界は、まだ面白くなる。 

《 次の世界へ 》    salesforce の CM より 

CM のアメリカの企業の理念・・・「もっとよりよい世界に」 

「わたしたち人間一人ひとりの〇〇こそが、これからの世界のあり方を決めていく」   問い： 〇〇は何？ 

《保護者の皆さんへ》 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期末、登下校時のマナーの低さから、立

て続けに苦情が届き、そのたびに皆に伝えてき

ました。３学期がはじまり、「登下校時の苦情・ク

レームゼロで！」と呼びかけ、２２日まで「ゼロ更

新」がつづいていました。しかし、残念なことに

「私有地をショートカットして通る」といった苦情

が寄せられました。おそらく、相当前から常態化

していたと思います。何も言われないから OK、

みんなが通るから OK だと、勝手に解釈してい

たのでは。今回の箇所を含め、私有地は通行

不可です。二度と注意されないようにしてくださ

い。登下校中のマナーについては、以前にくら

べ気をつけていてくれ 

ることがわかります。道 

路の端を、まわりに気づ 

かい迷惑にならないよう 

通行すること、これからも 

気をつけて。 

 

 

 

１月 13 日に緊急事態宣言が愛知県にも発 
出され、半月が経ちます。学校では、学習活動
を様々制限し、対策を強化して日々の授業・活
動をすすめています。数日前当たりから、全
国、愛知県の新規感染者数に、やっと減少傾向
が見られるようになってきました。各地の人
出が、前回の宣言時に比べ減っていないとの
報道がある中、減少傾向に転じたことは些か
疑問ですが、「行動の自粛」が効果を生み出し
ていることは間違いないことかと思います。
「感染経路不明」「無症状の感染者」「変異ウ
イルス」「体調の急変」など、まだまだ心配は
尽きません。不要不急の外出 
を避け、感染症対策を確実に 
するなど、減少傾向に油断す 
ることなく、私たちができる 
ことをすすめていきましょう。 

 

 

１月 25 日に予定されていた「尾張旭市青少年健全育成推進大会」が、感染症拡大の影響から中止に

なりました。本来、そこで表彰を受ける生徒たちの賞状や記念品を、青少年健全育成推進会議と少年セン

ターの代表の方が学校に届けてくださいました。ありがとうござ 

いました。東中からたくさんの応募作品があったとのことです。 

これからも、いろいろなことにチャレンジしていってくださいね。 

＜善行青少年の表彰＞ 
    ３年Ｃ組 髙橋 彩華さん 
＜「僕の意見 私の考え」の表彰＞ 
    ３年Ｅ組 加藤 草太郎さん 
＜健全育成ポスターの表彰＞ 

愛知県守山警察署⾧賞   ３年Ｂ組 吉田 一葉さん 
尾張旭市青少年健全育成推進会議会⾧賞   ３年Ｃ組 坂本 寿々絵さん 
尾張旭市少年センター所⾧賞 ３年Ｄ組 三浦 侑姫さん  ２年Ｃ組 加藤 汐莉さん 

一人１台タブレッ
ト 
現在稼働に向けて準備
中です。2 月中下旬に授
業で使用可能になる予


